
生ごみを堆肥化して有効活用

▶生ごみ処理機の利用
 生ごみ処理機を利用することにより簡単に処理す
ることができます。購入に対す
る補助金（上限６万円）もあり
ます。詳しくは市ホームページ
（右の二次元コード）をご覧く
ださい。

▶堆肥化容器の利用
用途に応じて、３種類（発砲スチロール式・ＥＭ
容器・大型コンポスト容器）の堆肥化容器を無料
で貸し出しています。

▶申し込み・問い合わせ　生活環境課 ☎33-3715

今すぐできる生ごみダイエット

▶生ごみを出さないようにするポイント
●買い物に行く時は冷蔵庫や家
にある物を確認し、計画的に
購入しましょう。
●それぞれの食品の保存方法を
工夫し、冷蔵・冷凍保存を上
手に活用しましょう。
●野菜など皮に栄養豊富な食品も多くあります。
調理方法を見直してみましょう。

▶生ごみが出た後のポイント
●生ごみの約８割は水分です。ごみ袋に入れる前
に、乾燥させたり水切りをしたりしましょう。
臭いも緩和されます。

可燃ごみの中で、生ごみの割合は47％も占めています。生ごみを減らし
て、ごみ全体の減量につなげていきましょう。 【生活環境課】

食べきり・水切り・使い切りで
生ごみを減らしましょう

▶必要書類および申込方法
手続きに必要な書類を「市営住宅募集要綱」でご
確認の上、持参または郵送（受付期間内必着）で
申し込んでください。募集要綱は、建築住宅課、
図書館、中央公民館、各地区公民館および市ホー
ムページで入手できます。

▶入居予定日
令和４年３月25日㈮

▶申込受付期間
令和４年１月７日㈮まで
※土・日曜日、年末年始を除く
午前８時30分～午後５時15分

市では、令和４年３月入居分の市営住宅の入居者を下記のとおり募集しま
す。申込資格など詳しくは市ホームページを確認していただくか、建築住宅
課 住宅係までお問い合わせください。 【建築住宅課】

市営住宅の入居者を募集します

▶募集住宅

住宅名 所在地 構造等 建設年度
募集戸数

家賃月額（円） 間取り 備　考
優先枠

岸 上 岸上144-1 簡耐２階建 昭和63年 2 1 22,500～33,500 ３ＤＫ

原 田 Ｃ 原田106-1 簡耐２階建 昭和49年 1 0 16,800～22,800 ３ＤＫ 単身向

※優先枠…母子・父子世帯や多子世帯などは、入居者の選定について優先的な取扱いを受けられます。
▶申し込み・問い合わせ
〒648-8585（住所記入不要）
橋本市 建設部 建築住宅課 住宅係 ☎33-1115

◀市営住宅入居者募集ページへの
　二次元コード
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ＳＤＧｓとは

　現代社会は貧困や紛争、気候変動など多くの問
題を抱えています。誰ひとり取り残されることな
く、これらの問題を解決し、持続可能（サステナ
ブル）な社会を築くため、国際連合は2015年に
「持続可能な開発のための2030アジェンダ」を採
択しました。このアジェンダ（計画）を達成する
ための具体的な目標がＳＤＧｓ（Sustainable　
Development　Goals）、日本語で「持続可能な
開発目標」です。

17の目標

　ＳＤＧｓは2030年を達成
期限としており、貧困や飢餓
をなくすことや、海や陸の豊
かさを守るなど、17の目標
が決められています。これら
の目標は互いにつながり、影
響しあって、「誰ひとり取り残さない」持続可能な
社会の実現を目指し、世界のすべての国、すべての
人々が協力して取り組むものとされています。

私たちにもできること

　普段の生活や仕事の中で少しだけでもＳＤＧｓの
ことを考えて行動していきましょう。
▶個人でできること
●マイボトル、マイバッグを使う
●食べ残しを減らす
●買い物や寄付で地域を応援する　など
▶団体・会社で取り組むこと
●育児休暇や介護休暇を取りやすい職場づくり
●地球温暖化防止や環境保全を組織の活動に取り
入れる　など

今後の活動

　市では、これまでもさまざまな事業を通じてＳＤ
Ｇｓに取り組んできましたが、取り組む姿勢をより
明らかにするため、「ＳＤＧｓ日本モデル」宣言に
賛同しました。
　市では、持続可能な地域づくりに向けて、地方自
治体間の連携だけでなく地域や住民の皆さんとの官
民連携をより積極的に進め、地域が抱える課題の解
決に取り組んでいきます。

「ＳＤＧｓ日本モデル」
宣言に賛同します
「ＳＤＧｓ日本モデル」宣言とは、地方自治体が国や

企業、住民などと連携して地方からＳＤＧｓを推進し、
地域の課題解決と地方創生を目指していくという考えや
決意を示すものです。  【生活環境課】

第４回　はしもとConsumer Meeting！
「今日から減らそう　あなたの食品ロス」

まだ食べられるのに捨てられてしまう食品のこと
を「食品ロス」といいます。
今回は、消費者としての「食品ロス」削減につな

がる行動や、ＳＤＧｓ推進に向けた取組みをさまざ
まな視点から提案する展示会形式のイベントを行い
ます。来場者には、各日先着100人に記念品をプレ
ゼントします。
また、市内の児童・生徒の皆さんが夏休み期間中

に取り組んでくれた「消費生活啓発ポスター」の展
示も併せて行います。 【市民課】

●日時
　12月11日㈯・12日㈰
　午前10時～午後３時
●場所　
　教育文化会館
●その他
使い切れない食材などを寄付していただ
くフードドライブも実施しています。
●問い合わせ　
　市民課 市民相談係 ☎33-1165
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